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Ⅰ 土 工





1

１ 切 土 及 び 盛 土

Ｈ＝切土高

0.5

2.0

軟岩（Ⅰ）B、軟岩（Ⅱ）、中硬岩、硬岩（Ⅰ）、（Ⅱ）

軟岩（Ｉ）Ａ

砂・砂質土、粘性土、礫質土、岩塊・玉石

（林業専用道作設指針 土砂6分標準、8分も可）

林道用地幅、伐開幅、伐倒幅
5.

0

0.5

2.0

ｂ ｂ

Ｂ

Ｃ

施 工 区 分
１級

２級

林業専用道

３級（車道幅員2.0m）
３級（車道幅員1.8m）

全盛土 片側盛土 全切土 全盛土 片側盛土 全切土 全盛土 片側盛土 全切土

幅 員 Ｂ 5.0 4.8 4.6
4.0

3.5～4.0
3.8

3.5～4.0
3.6

3.5～4.0
3.0
2.8

2.8
2.6

2.6
2.4

路肩幅 ｂ 0.5 0.3(0.5) 0.3
0.5

0.25～0.5
0.3 (0.5)
0.25～0.5

0.3
0.25～0.5

0.5 0.3(0.5) 0.3

車道幅員 Ｃ 4.0 3.0 2.0又は1.8

切土 小段 ｈ －

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

－

－

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

－

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

盛土

法勾配 ｎ 1.5 －
1.5
1.2

－

－
1.5 －

小段 盛高5.0ｍごと －
盛高5.0mごと
盛高5.0mごと

－

－
盛高5.0ｍごと －

側 溝 － 山側 両側
－

－

山側

－

両側

－
－ 山側 両側

※１ 路肩幅の（ ）書は盛土部分。
※２ ２級及び林業専用道の幅員、路肩幅、盛土（法勾配）、側溝の上段は２級、下段は林業専用道である。
※３ ３級、車道幅員2.0m及び1.8mの幅員の上段は2.0mで下段が1.8mである。

※1

※2 ※3

林道規程（平成23年3月31日付け改正）
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１ 切 土 及 び 盛 土

Ｈ＝切土高

0.5

2.0

軟岩（Ⅰ）B、軟岩（Ⅱ）、中硬岩、硬岩（Ⅰ）、（Ⅱ）

軟岩（Ｉ）Ａ

砂・砂質土、粘性土、礫質土、岩塊・玉石

（林業専用道作設指針 土砂6分標準、8分も可）

林道用地幅、伐開幅、伐倒幅
5.

0

0.5

2.0

ｂ ｂ

Ｂ

Ｃ

施 工 区 分
１級

２級

林業専用道

３級（車道幅員2.0m）
３級（車道幅員1.8m）

全盛土 片側盛土 全切土 全盛土 片側盛土 全切土 全盛土 片側盛土 全切土

幅 員 Ｂ 5.0 4.8 4.6
4.0

3.6～4.0
3.8

3.6～4.0
3.6

3.6～4.0
3.0
2.8

2.8
2.6

2.6
2.4

路肩幅 ｂ 0.5 0.3(0.5) 0.3
0.5

0.3～0.5
0.3 (0.5)
0.3～0.5

0.3
0.3～0.5

0.5 0.3(0.5) 0.3

車道幅員 Ｃ 4.0 3.0 2.0又は1.8

切土 小段 ｈ －

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

－

－

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

－

砂・砂質土、粘性

土、礫質土、岩塊・

玉石の切土高(Ｈ)
10.0m以上の場合
は、ｈ＝5mないし
10.0mごとに0.5m
の小段を設ける。

盛土

法勾配 ｎ 1.5 －
1.5
1.2

－

－
1.5 －

小段 盛高5.0ｍごと －
盛高5.0mごと
盛高5.0mごと

－

－
盛高5.0ｍごと －

側 溝 － 山側 両側
－

－

山側

－

両側

－
－ 山側 両側

※１ 路肩幅の（ ）書は盛土部分。
※２ ２級及び林業専用道の幅員、路肩幅、盛土（法勾配）、側溝の上段は２級、下段は林業専用道である。
※３ ３級、車道幅員2.0m及び1.8mの幅員の上段は2.0mで下段が1.8mである。

※1

※2 ※3

林道規程（令和2年3月31日付け改正）
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２ 薄層表土及び川側切取余幅

ｂ

川側切取余幅は、bの大小にかかわらず残す。

岩 石 類

土 石 類

1.0ｍ以内

岩石上の表土直高が1.0m以内は、

岩石と同じ法勾配とすることが

できる。



3

３ 側 溝 及 び 大 側 溝

砂・砂質土、粘性土

礫質土、岩塊・玉石

0.90

0.30 0.30

軟岩（Ⅰ）Ａ

0.70

0.30

0.
30

軟岩（Ⅰ）Ｂ、軟岩（Ⅱ）

中硬岩、硬岩（Ⅰ）（Ⅱ）

0.50

（２） 大 側 溝

ｂ´≧0.30とする。

側溝法勾配については、土質区分の切土勾配と同じにする。

0.80

0.
60

0.
60

0.80

ｂ´

ｂ ｂ

Ｂ

ｂ´

ｃ

（１） 側 溝

断面積：0.18m2 断面積：0.15m2 断面積：0.12m2
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断 面 図

0.10.1

目 串

0.30

平 面 図

目 串
Ｌ

0.1 0.225 0.30 0.225

（ 3 ） 張 芝 水 路 工

0.10.75
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４ 曲 線 部 拡 幅

（ 1 ）単曲線（緩和切線法）

区分 緩和区間長（ℓ） 曲線半径 （R） 拡幅量 BC、EC 点 1ｍ当たり

1級 8ｍ

15ｍ以上～16ｍ未満 0.75ｍ 0.68ｍ 0.085ｍ

16ｍ 〃 ～19ｍ 〃 0.50ｍ 0.45ｍ 0.056ｍ

19ｍ 〃 ～25ｍ 〃 0.25ｍ 0.23ｍ 0.029ｍ

2級
林業専用道 8ｍ

12ｍ以上～13ｍ未満 2.25ｍ 2.03ｍ 0.254ｍ

13ｍ 〃 ～15ｍ 〃 2.00ｍ 1.80ｍ 0.225ｍ

15ｍ 〃 ～16ｍ 〃 1.75ｍ 1.58ｍ 0.198ｍ

16ｍ 〃 ～19ｍ 〃 1.50ｍ 1.35ｍ 0.169ｍ

19ｍ 〃 ～25ｍ 〃 1.25ｍ 1.13ｍ 0.141ｍ

25ｍ 〃 ～30ｍ 〃 1.00ｍ 0.90ｍ 0.113ｍ

30ｍ 〃 ～35ｍ 〃 0.75ｍ 0.68ｍ 0.085ｍ

35ｍ 〃 ～45ｍ 〃 0.50ｍ 0.45ｍ 0.056ｍ

45ｍ 〃 ～50ｍ 〃 0.25ｍ 0.23ｍ 0.029ｍ

3級 4ｍ

6ｍ以上～ 9ｍ未満 1.00ｍ 0.83ｍ 0.208ｍ

9ｍ 〃 ～13ｍ 〃 0.75ｍ 0.63ｍ 0.158ｍ

13ｍ 〃 ～25ｍ 〃 0.50ｍ 0.42ｍ 0.105ｍ

25ｍ 〃 ～30ｍ 〃 0.25ｍ 0.21ｍ 0.053ｍ

ＩＰ

ＩＡ



直線区間＞緩和区間長（ℓ）の場合

ＩＰ

Ｅ
Ｃ

Ｂ
Ｃ

Ｒ

Ｒ

ＩＰ

ＩＰ

Ｅ
Ｃ

Ｒ

ＩＰ2.0

ℓ

ℓ

拡幅量の大きい方をもって連続させる。（Ｗ１＝Ｗ２）

直線区間＜緩和区間長（ℓ）の場合

（ 2 ） 連 続 す る 曲 線 （ 同 向 曲 線 ）

6



7

ＩＰ

Ｗ1

ＩＰ

（3）連続する曲線（背向曲線）
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Ｙ Ｙ

Ｘ Ｘ

Ｌ

代数差i Ｘ （m） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

５％以上
L＝20m ０ 0.1 0.2 0.4 0.6 0.9 1.2 1.6 2.0 2.5

L＝30m ０ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.6 0.8 1.1 1.4 1.7 2.0 2.4 2.8 3.3 3.8

５ 縦 断 曲 線

両勾配の代数差が５％以上の場合設置する。

㎝表の　
２Ｌ

Ｘ

　　　　　　　　

）水平距離（　Ｌ＝縦断曲線部分の

）らの水平距離（　Ｘ＝始点又は終点か

）る落差または昇度（㎝　Ｙ＝Ｘの距離におけ

（％）　ｉ＝両勾配の代数差

－ｉＹ＝ｉ

㎝
２Ｌ

Ｘ
Ｙ＝ｉ　

２

２　　　１

２

m
m
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（２） 車 廻 し

30.00

10.00 １0.00 10.00

幅
員

10
.0

0

車
道

幅
員

3.
50

10
.0

0

車
道

幅
員

６ 待 避 所 及 び 車 廻 し

注１ 待避所、車廻しは片開きを標準とする。

２ 曲線部は、内側又は外側の長さを有効長とする。

３ 待避所（ ）書は林業専用道である。

30.00 （林業専用道 22.00）

5.00 20.00 （林業専用道 12.00） 5.00

幅
員

6.
00

車
道

幅
員

待
避

所

幅
員

1.
50

６
．

０
０

車
道

幅
員

（ １ ） 待 避 所



10

注１ 待避所、車廻しは片開きを標準とする。

２ 曲線部は、内側又は外側の長さを有効長とする。

３ 待避所（ ）書は林業専用道である。

（ ３ ） 突 込 み 型 車 廻 し （ 単 独 設 置 ）

（ ４ ） 突 込 み 型 車 廻 し （ 併 設 又 は 兼 用 ）

6.00

6.00

8.00

8
.0
0

4
.0
0

10.0010.00

4
.0
0

10.0010.00 8.00

1
0
.0
0

幅
員

1
0
.0
0

幅
員

20.00 （林業専用道 12.00）

6.00



3.0

3.0

3.1

5㎝

20㎝

路床内法仕上工

深さ20㎝

林道１ｍ当たり数量

７ 路 盤 工

（１） 標 準 定 規

F.H

11

注１ 延長は、中心線の延長とする。

２ 上記表の下段は林業専用道であり、既設道を使用した場合は、上層路盤

工10cmでも出来る こととする。

名 称

（林業専用道）

寸 法

（同左）

単 位

（同左）

数 量

（同左）

上 層
敷厚 5㎝
－

㎥

－

0.15
－

下 層
敷厚20㎝
敷厚20㎝

㎥

〃

0.60
0.60

路床内法仕上工
深さ20㎝
深さ20㎝

㎡

〃

0.40
0.40

林道規程（平成23年3月31日付け改正）



3.0

3.0

20㎝

路床内法仕上工

深さ20㎝

林道１ｍ当たり数量

７ 路 盤 工

（１） 標 準 定 規

F.H

11-1

注１ 延長は、中心線の延長とする。

名 称

（林業専用道）

寸 法

（同左）

単 位

（同左）

数 量

（同左）

下 層
敷厚20㎝
敷厚20㎝

㎥

〃

0.60
0.60

路床内法仕上工
深さ20㎝
深さ20㎝

㎡

〃

0.40
0.40

林道規程（令和2年3月31日付け改正）



（ ２ ） 路 床 暗 渠 工

12

林道規程（平成23年3月31日付け改正）



（ ２ ） 路 床 暗 渠 工

12-1

林道規程（令和2年3月31日付け改正）
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林道規程（平成23年3月31日付け改正）
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林道規程（令和2年3月31日付け改正）



13-2

側溝

中心線

盛土 部分

平面図

網状暗渠排水管

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０

（ ３ ） 路 床 排 水 工 （ 参 考 ）

側点



Ⅱ 溝 渠 工
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１ コルゲート半円管の取付けは次により行うものとする。

① パイプ類とコルゲート半円管の取付けは、２.6㎜ （12♯） 亜鉛引鉄線を用い二重巻き２回

ひねりを行って連結する。

② コルゲート半円管は、ピンアンカーを両端に打込み盛土に固定させる。

２ 角型ポリＵ字溝の取付けは次により行うものとする。

① 角型ポリＵ字溝 （以下 「Ｕ字溝」 という） の接合は、底部の浮上防止、上部の補強材及

び接続プレート金具をそれぞれ所定の位置にボルトで固定する。

② パイプ類とＵ字溝の取付けに当たっては、Ｕ字溝接続部の腹板ボルト穴を利用し、Ｍ8

×120×2本のボルトで連結する。

③ Ｕ字溝を接続部で折曲げる場合は、漏水の原因とならない程度で、溝を所定の位置より

ずらして差し支えないものとする.。 ただし、接続プレート取付けが困難な場合は、補強材

アングルの穴に2.6㎜ （12♯） 亜鉛引鉄線を用い二重巻き２回ひねりで連結するものとする。

溝渠工施工方法
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Ｄ

９０°以上

１ たわみ性パイプカルバート

（１） 基礎

①良好な地盤

Ｄ

地盤上に基礎をつくって設置する場合。

②通常な地盤

Ｂ３＝Ｂ４－２hn

Ｂ４＝1.5Ｄ

基床厚h＝最小基床厚

１：ｎ（nは法勾配で原則として土石類は0.3とする）

Ｂ３、Ｂ４の値は小数第２位を四捨五入して小数第１位止めとする。

直 径（㎜） 最小基床厚（㎝）

９００以下

９００～２，０００

２，０００以上

２０

３０

０．２×Ｄ

通常の地盤の場合の基床

Ｄ

９０°以上

Ｄ
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Ｄ

９０°以上

Ｂ３＝Ｂ４

Ｂ４＝1.5Ｄ

基床厚ｈ＝２０㎝以上

１：n（ｎは法勾配で直）

Ｂ３、Ｂ４の値は少数第２位を四捨五入して少数第１位止めとする。

岩盤の凸凹がパイプに悪い影響を及ぼさない程度に基床を設ける。

Ｂ３＝２Ｄ

基床厚 h＝Ｄ×0.4 （ ただ
し、最大 1.0m ）

④軟弱地盤

Ｂ４＝Ｂ３＋２hn

１：ｎ（ｎは法勾配で原則として0.3とする）

Ｂ３、Ｂ４の値は少数第２位を四捨五入して少数第１位止めとする。

軟弱地盤の基床は最大１．０ｍとする。

Ｄ

９０°以上

③岩盤
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（2）裏込め
①突出型の敷設

基礎地盤が通常な地盤又は軟弱な地盤、あるいは基床を設けない場合

施工基面 Ｂ１

最小土かぶり厚＝0.60m
盛土

1：1

Ｂ２

裏込め部

基礎地盤

注 B1、B2、B3、B4の値は小数第2位を切り上げて小数第１位止めとする。

最小土かぶり厚＝0.60m
盛土

1：1

Ｂ２

裏込め部

基礎地盤

注 B1、B2、B3、B4の値は小数第2位を切り上げて小数第１位止めとする。

基礎地盤が岩盤の場合

施工基面
Ｂ１

D

D

９０°以上

９０°以上

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝3D

下幅B2 B2＝B1＋2Dｎ

高さ 基床上面から管頂面までの高さ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝3D

下幅B2 B2＝B1＋2Dｎ

高さ 基床上面から管頂面までの高さ
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② 半 溝 型 と 突 出 型 の 中 間 型 の 敷 設

基礎地盤が通常な地盤又は軟弱な地盤

注 １ ｎは、床掘部分の土質が通常の土石類である場合及び軟弱な地盤である場合は原則として０．３とする。
２ B1、B2、B3、B4の値は小数第2位を切り上げて小数第１位止めとする。

最小土かぶり厚＝0.60m

地山

1：ｎ

Ｂ２

裏込め部

基礎地盤

ｈ１：ｎ

Ｂ1施工基面

施工基面
基礎地盤が岩盤

最小土かぶり厚＝0.60m

地山

1：ｎ

Ｂ２

裏込め部

ｈ直

Ｂ1

Ｄ

注 １ ｎは、床掘部分の土質が通常の土石類である場合及び軟弱な地盤である場合は原則として０．３とする。

２ B1、B2、B3、B4の値は小数第2位を切り上げて小数第１位止めとする。

基礎地盤

90°以上

90°以上

Ｄ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2Dｎ

下幅B2 B2＝1.5D

高さ 基床上面から管頂面までの高さ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2Dｎ

下幅B2 B2＝1.5D

高さ 基床上面から管頂面までの高さ
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注 １ ｎは、床掘部分の土質が通常の土石類である場合及び軟弱な地盤であ

る場合は原則として0.3とする。

２ B1、B2の値は小数第2位を切り上げて小数第１位止めとする。

最小土かぶり厚＝0.60m

地山

1：ｎ
裏込め部

Ｂ1

Ｂ２

施工基面

90°以上

Ｄ

基床を設けない場合

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2Dｎ

下幅B2 B2＝1.5D

高さ 基床上面から管頂面までの高さ
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基礎地盤が軟弱で裏込が半溝型と突出型の中間型の敷設の場合

設計要領、標準図のとおりの基礎、裏込

改正 裏込

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2Dｎ

下幅B2 B2＝B3＋2hn

高さ 基床上面から管頂面までの高さ

地山

1：n 裏込め部

基礎地盤

ｈ
１：ｎ

Ｂ1施工基面

90°以上

Ｄ

B3

B4

最小土かぶり厚＝0.60m

B2

地山

1：n 裏込め部

基礎地盤

ｈ
１：ｎ

Ｂ1
施工基面

90°以上

Ｄ

B3

B2

最小土かぶり厚＝0.60m
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２ ﾎﾞｯｸｽカ ル バ ー ト

（１）標準図

注１．基礎地盤が岩盤以外の基礎工の厚さは、下表を標準とし、現場の基礎地盤の状況を勘案し決定する。

（単位：mm）

ボックスカルバート寸法 敷モルタル 基礎コンクリート 基 礎 材

６００× ６００～１，０００×１，０００ ２０ １００ １５０

１,１００×１,１００～２，０００×２，０００ ２０ １５０ ２００

２,２００×１,８００～３，５００×２，５００ ２０ ２００ ２５０

２．基礎地盤が岩盤の基礎工の厚さは、現場の基礎地盤の状況を勘案し決定する。

３．基礎地盤の土質にかかわらず、布設時の調整を目的とし、敷モルタルを設計する。

基 礎 コ ン ク リ ー ト

基 礎 材

１００ １００

（単位：mm）

１００

～２００

１５０

～２５０

敷 モ ル タ ル ２０
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（ ２ ） 裏込め

①突出型の敷設

基礎地盤が通常な地盤又は軟弱地盤、あるいは基床を設けない場合

施工基面 Ｂ１

最小土かぶり厚＝0.５0m
盛土

1：1
裏込め部

基礎地盤
Ｂ２

Ｄ
Ｈ

ｈ

注 １ B1、B2、B3、B4の値は小数点2位を切り上げて小数第１位止めとする。
２ 底幅が３，５００㎜を超えるボックスカルバートの裏込め区域上幅は片側につき

４．０mを上限とする。

裏込め区域

最小土かぶり厚＝0.５0m
盛土

1：1

Ｂ２

裏込め部

基礎地盤

ｈ

注 １ B1、B2、B3、B4の値は小数点2位を切り上げて小数第１位止めとする。
２ 底幅が３，５００㎜を超えるボックスカルバートの裏込め区域上幅は片側につき

４．０mを上限とする。

裏込め区域

基礎地盤が岩盤の場合

施工基面
Ｂ１

Ｄ
Ｈ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝3D

下幅B2 B2＝B1＋2（H＋h）ｎ

高さ 基床地盤から管頂面までの高さ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝3D

下幅B2 B2＝B1＋2（H＋h）ｎ

高さ 基床地盤から管頂面までの高さ
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Ｄ
Ｈ

②半溝型と突出型の中間型の敷設

基礎地盤が通常な地盤又は軟弱地盤の場合

最小土かぶり厚＝0.５0m

地山

1：ｎ
裏込め部

基礎地盤

裏込め区域

ｈ

Ｂ1施工基面

Ｂ２

注 １ B1、B2、B3、B4の値は小数点2位を切り上げて小数第１位止めとする。

２ ｎは、床掘部分の土質が通常の場合及び土石軟弱地盤である場合は原則として０．３、軟岩

（I） Aである場合は０．５ とする。

最小土かぶり厚＝0.５0m

地山

1：ｎ 裏込め部

基礎地盤

裏込め区域

ｈ

Ｂ1施工基面

Ｂ２

注 １ B1、B2、B3、B4の値は小数点2位を切り上げて小数第１位止めとする。

２ ｎは、床掘部分の土質が通常の場合及び土石軟弱地盤である場合は原則として０．３、軟岩

（I） Aである場合は０．５ とする。

Ｄ
Ｈ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2（H＋h）ｎ

下幅B2 B2＝1.5D

高さ 基床地盤から管頂面までの高さ

区分 幅 ・ 高さの基準

上幅B1 B1＝B2＋2（H＋h）ｎ

下幅B2 B2＝1.5D

高さ 基床地盤から管頂面までの高さ

基礎地盤が岩盤の場合



24

３ ポ リ 集 水 桝 工

標準図 φ0.30～0.40用

幅 員

0.20以上
土被り0.60以上

φ 0.30～0.40

水 路 工

切取断面の呑口側

集 水 桝

0.80

0.30

φ0.30－h0.80

φ0.40－h1.00

h



４ 護 床 ブ ロ ッ ク 工

（ 1 ） 規格寸法

呼び名 a b d e f g h2 i j k ℓ m n o
0.5t 型 90 270 45 54 162 27 360 18 414 81 900 171 207 297

呼び名 p q
0.5t 型 135 216

25

idd ki m

ℓ
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（ 単位 ： ㎜ ）



① 延長方向の列数 （NL1）

NL1 ＝ 1＋（ L－ ℓ ）／（C＋ ℓ ）
② 横断方向の列数 （NB1）

NB1 ＝ 1＋（B－ ℓ ）／（C＋ ℓ ）

③ 総個数 （N）

N＝ NL1×NB1 

④ 連結金具の数量（K）

K＝N×2－2

（ 2 ） 配列図

（ 3 ） 数量計算

B ： 布設幅 （m）

L ： 延長 （m）

C ： クリアランス （m）

ℓ ： ブロック長 （m）

呼び名 ℓ c
0.5t 型 900 25

（ 単位 ： ㎜ ）
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Cℓ

C
ℓ

連結金具

流 水 方 向



５ 法 面 排 水 工

（１）コルゲート半円管

ピンアンカー

ピンアンカー

継手ボルト(W,N付)
継手フレート(片側部分)

コルゲートパイプと半円フランジの取付は

亜鉛引鉄線2.6㎜(12♯)で二重巻とする。

コルゲートパイプと半円管の組合せ

パ イ プ 半 円 管

φ 600㎜ Φ   800㎜×ｔ＝1.6㎜

φ   800㎜ φ 1000㎜×ｔ＝2.0㎜

φ 1000㎜ φ 1200㎜×ｔ＝2.0㎜

φ 1200㎜ φ 1500㎜×t＝2.7㎜

ピンアンカーφ13×1000

接合ボルト

(φ120以上に使用)

組立構造図

27



（2）角型ポリＵ字溝
パイプ径 300 角型ポリ Ｕ－300

パイプ径 400 角型ポリ Ｕ－400

Ｗ3

Ｈ
ｈ

W1

底部アングル（浮上防止）

渡しアングル

Ｐ

Ｌ２ （有効長）

流水方向〈上流側〉 〈下流側〉

上部補強アングル

ナット

上部固定プレートパッキン

ワッシャボルト

ナット

ワッシャ

丸パッキン

ボルト

ナット

Ｒワッシャ

渡しアングル

固定プレート

ナット

ワッシャ

浮上防止アングル

ボルト

丸パッキン

ボルト

ワッシャ

W2

Ｌ1 （全長）

流水方向

正面図

平面図

上部補強アングル

接続部 本体部

呼称
寸 法

Ｗ1 W2 W3 H ｈ Ｌ1 L2 P

300 300 380 750 375 30 2200 2040 80

400 400 480 900 500 30 2200 2040 80
28

（ 単位 ： ㎜ ）



（ 3 ） 標 準 布 設 図

横 断 面 図

正 面 図

CL

29

※端部のすりつけ等について、半円管と法面との間に空間ができて、アンカーが浮いてしまう場合は
植生土のう等で間詰めをおこないアンカーを設置する等、現地状況により検討して施工すること。



６ 鉄筋コンクリー ト管 （ Ｒ Ｃ Ｐ ）

基 礎 砂 利

全 幅 員

基 礎 長

断 面 図

Ｈ

Ｂ

Ｄ

２

Ｄ707.0

管径（㎜） 基 礎 砂 利

内径 外径 幅（Ｂ）㎝ 厚（Ｈ）㎝ 断面積（ ）

300 366 60 30 0.17

450 459 70 30 0.19

２Ｍ

※ １．基礎砂利は、切込砂利、切込砕石、岩宵等使用する。

２．基礎砂利は、土質によって敷厚を増減することができる。

ａ

30



Ｊ

７ コ ン ク リ ー ト 開 渠

埋戻し

Ｌ Ｌ

側面図

Ｈ

基床

受台 土石類 岩盤類

岩石類には受台は使用しない

タイプ
ト ラ フ 寸 法 受 台 寸 法

w
Ｍ Ｎ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ ｌ ｌ´ ｈ ｈ´

300 300 350 270 70 35 130 560 490 460 415 730 470 140 90 200 480 290
400 400 450 360 70 45 140 680 600 580 525 850 590 140 90 200 510 400
500 500 550 450 70 55 150 800 710 700 635 970 710 140 90 200 540 510

※グレートプレートは、管長式並型を使用する

各タイプ別規格 寸法単位：㎜

80 8050 50

50

ｈ

ｈ
´

ｌ´

受 台

ｌ

岩石類

埋戻し

基床

I50

土石類

埋戻し

50

岩石類には基床は施工しない

敷モルタルを施工する。

Ｍ Ｅ Ｄ Ａ Ｄ Ｅ 300

Ｈ
＋

29
0

Ｎ
20

0

50

Ｃ

10

下層路盤工

25

側面図

31
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基床

0.29

1.28
埋戻し

4.20

300型

側面図

4.00

Ｆ.Ｈ

4.20
基床

路床

0.29
0.29

Ｆ.Ｈ

0.48 0.56 0.48

0.39 0.39

1.16
埋戻し

断面図

400型
側面図

4.00

Ｆ.Ｈ

路床

0.40

Ｆ.Ｈ

0.51 0.68 0.51

0.39 0.39

断面図

500型
側面図

4.00

Ｆ.Ｈ

基床

路床

0.29
0.51

Ｆ.Ｈ

0.54 0.80 0.54

0.39 0.39

1.40

埋戻し

断面図

4.20

32



８ 植生土の う水路工

（単位 ： メートル）

1.32

CL

0.15 0.21 0.30

0.
50

0.
10

Φ10×L＝200㎜ フック付 中詰土 現地採取

33



Ⅲ 擁 壁 工
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１ コンク リー ト擁壁

（１）付帯作工

（Ａ）水抜きパイプ （Ｂ）伸縮目地

底 面

伸縮目地

天端

駒 止

0.40

水抜きパイプφ50㎜

100㎜

φ50㎜

水抜き

フィルター

水抜きパイプ

φ50㎜

水抜きフィルター

φ50㎜

（Ｃ）ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地（擁壁前面に施工）

断面変化の大きい箇所

伸縮目地

伸縮目地のほぼ中間

10ｍ以内 10ｍ以内

（ひび割れ誘発目地は鉄筋コンクリート構造物のみ）

Ｌ Ｌ

駒止
設計図
による

拡大図

10～20㎜程度

2％程度
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（ 2 ） 駒 止 鉄 筋 詳 細 図

番号 径 単 長 員数 長 さ 単重量 重 量

① Ｄ13 1.30 ２ 2.60 0.995 2.6

② Ｄ13 0.32 ６ 1.92 0.995 1.9

計 4.5

0.30

0.
05

②

①

0.05 0.05
0.30 0.

05
0.

05

0.
32

①

②

平 面 横 断 図

（3）擁壁の中に溝渠が設置される場合の補強鉄筋詳細図

番号 径 単位 員数 長さ 単重量 重量

① D13 1.50 2 3.00 0.995 3.0
② D13 0.35 3 1.05 0.995 1.0
計 4.0

鉄 筋 重 量 表

①水平鉄筋

②接続鉄筋

1500

φ600

②

①
径 600㎜

径 800㎜

番号 径 単位 員数 長さ 単重量 重量

① D13 1.70 2 3.40 0.995 3.4
② D13 0.35 3 1.05 0.995 1.0
計 4.4

鉄 筋 重 量 表

①水平鉄筋

②接続鉄筋

鉄 筋 重 量 表

（ ※ コルゲートパイプの周りに伸縮目地を入れること ）

350

1700

φ800

②

①
350



500
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番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 2.00 2 4.00 0.995 4.0
② D13 1.05 4 4.20 0.995 4.2
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.50 2 1.00 0.995 1.0
計 10.6

鉄 筋 重 量 表

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 2.40 2 4.80 0.995 4.8
② D13 1.27 4 5.08 0.995 5.1
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.65 2 1.30 0.995 1.3
計 12.6

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 2.50 2 5.00 0.995 5.0
② D13 1.33 4 5.32 0.995 5.3
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.65 2 1.30 0.995 1.3
計 13.0

鉄 筋 重 量 表

鉄 筋 重 量 表

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

径 1000㎜

2000
500

φ1000 700

70
0

④

③

①

350

② ②

径 1200㎜

2400

600

φ1200 1100

80
0

④

③

①

②

650

径 1350㎜

2500

700

1250

90
0

④

③

①

②

350

②

650

②

350
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番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 2.60 4 10.40 0.995 10.3
② D13 1.51 8 12.08 0.995 12.0
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.75 2 1.50 0.995 1.5
⑤ D13 1.15 4 4.60 0.995 4.6
計 29.8

鉄 筋 重 量 表

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

径 1500㎜

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 2.80 4 11.20 0.995 11.1
② D13 1.65 8 13.20 0.995 13.1
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.75 2 1.50 0.995 1.5
⑤ D13 1.15 4 4.60 0.995 4.6
計 31.7

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 3.00 4 12.00 0.995 11.9
② D13 1.80 8 14.40 0.995 14.3
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.75 2 1.50 0.995 1.5
⑤ D13 1.15 4 4.60 0.995 4.6
計 33.7

鉄 筋 重 量 表

鉄 筋 重 量 表

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

径 2000㎜

1700

1000

3000

②

①

③

④

⑤

②

①

径 1750㎜

2800

800

②

11
00

1500

② ①

⑤

④

③

①

2600

600

②

1300
②

① ⑤

④

③

①

1150

②

350

750

1150

350

750
②

①

1150

350

750
②

①
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番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 4.60 4 18.40 0.995 18.3
② D13 3.00 8 24.00 0.995 23.9
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 1.00 2 2.00 0.995 2.0
⑤ D13 1.65 4 6.60 0.995 6.6
計 52.2

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 4.20 4 16.80 0.995 16.7
② D13 2.62 8 20.96 0.995 20.9
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.90 2 1.80 0.995 1.8
⑤ D13 1.45 4 5.80 0.995 5.8
計 46.6

番号 径 単長 員数 長さ 単重量 重量

① D13 3.40 4 13.60 0.995 13.5
② D13 2.17 8 17.36 0.995 17.3
③ D13 0.35 4 1.40 0.995 1.4
④ D13 0.85 2 1.70 0.995 1.7
⑤ D13 1.35 4 5.40 0.995 5.4
計 39.3

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

① 水平鉄筋

② 斜め鉄筋

③ 接続鉄筋

④ 接続鉄筋

⑤ 接続鉄筋

鉄 筋 重 量 表

鉄 筋 重 量 表

鉄 筋 重 量 表

径 2500㎜

2000

1100
3400

②

①

③

④

⑤

②

①

②

径 3000㎜

2400

1200

4200

②

①

③

④

⑤

②

①

②

径 3500㎜

16502800

1600

4600 ①

③

④

⑤

②

①

②

1350

850

350

②

350

②

900

1450

350

1000



2 土 の う 積 工

0.33

0.10以上

0.15

0.15程度

0.10

2.
00

ま
で

0.60

柳さし工を行う。

土のう寸法は標準を示す。

ただし、植生土のうを使用する場合は、

柳さしは行わない。

注）１袋につき１本挿す

CL
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Ⅳ か ご 工
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かご工等施工方法

１ 普通ふとんかごの二重かごの鉄線は、前面立上り部の骨線及び力骨を8㎜（0♯）、他の骨

線、力骨、控補強線、蓋輪は５㎜（６♯）とする。

２ 大型ふとんかごの二重かごの鉄線は、胴網線を５㎜（６♯）、前面立上り部の骨線及び力線

を主筋１３㎜、背面及び上蓋の骨線を８㎜（０♯）、他の外枠線を６㎜（４♯）、控補強線・コイル

線（綴込線）を５㎜（６♯）とする。

３ 二重かごに使用する内張りネットは、プラスチックネット（引張強度４９１０Ｎ／㎡以上級）と

し、詳細は標準図による。

４ 組立ては次によることとする。

① 底部胴網と蓋輪をコイルにて結合する。

② 底部銅線と前面（主筋φ１３㎜）と上蓋をコイルにて結合する。

③ 底部銅線と（背面＋上蓋）をコイルにて結合する。

④ 立上部胴線と蓋輪をコイルにて結合する。

⑤ 内張りネットは前面及び背面さらに両側面に設置し、０．９㎜（２０♯）鉄線で籠と緊結し、

ずれないようにする。

⑥ 上部控補強線は１ｍ毎に１本、控補強線を0.5ｍ毎に１本固定する。

横控補強線を１ｍ毎に固定する。

控補強線の固定は力骨～背面の力骨、骨線～背面骨線に胴網と一緒に巻き付けて固定す

る。

⑦ 中詰め作業終了後、蓋輪上部及び上蓋の部分を結合コイルにて取り付ける。

⑧ 上面の閉合は結合コイルを使用するものとする。

ただし、結合コイルによる閉合が困難なときは籠と同一規模の松葉線で網目ごとに結合する。

５ 蛇かご工の組立ては次によることとする

① 蓋輪及び胴輪等に使用する亜鉛引鉄線は、胴網線より太いものを使用する。

② 胴輪は籠長１ｍにつき１本あて所定の寸法になるよう組立て両端は十分に緊結する。

③ 胴網と蓋輪等を緊結するため、胴網線の両端におのおの網目以上の余長をとり、これを

蓋輪に２回以上巻き付け、その末端は胴網線と２回ひねり合わせる。

④ 蛇かご間の連結は特に指示する場合のほか、のり長１ｍごとに蛇かご用鉄線と同規格の鉄線で緊結
する。

⑤ 詰石口の閉じ込みは、胴網線と同一径の鉄線（松葉線）をもって２回以上ひねり緊結する。

６ 普通ふとんかご工の組立は次によることとする。

① ふとんかごの角輪は、籠長１ｍにつき１本あてとする。

② 詰石口の閉じ込みは、胴網線と同一径の鉄線（松葉線）を用いて２回以上ひねり緊結する。

③ 隣接かごとの連結は、隅角部を３．２㎜（１０♯）亜鉛引鉄線を用いて２回以上ひねり緊結す

る。

７ 大型ふとんかご工の組立て及び布設はふとんかごの二重かごを準用する。

８ 月型かご工の鉄線は、骨線及び力骨を５㎜（６♯）、８㎜（０♯）とし、控補強線は５㎜

（６♯）とする。

９ 木製パネルかご工の組立ては次によることとする。

① ふとんかごの組立て布設は、ふとんかご工を準用する。

② 木製パネルの組立て製作に当たっては、二つ割の製材面を揃えて、締付ボルトを用いて

十分に締め付ける。
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１ ふとんかご工標準図

断 面 図

Ｈ

ｈ／2

普通ふとんかごは

Ｈ＝3.0ｍ以下

大型ふとんかごは

Ｈ＝5.0m以下

平 面 図

幅
員

ＦＬ

側 面 図

布積とする。

ｈ/２

CL
C L
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２ 普通ふとんかご工（パネル籠）

コイル線

開止補強線

組 立 て

（ 網目 13㎝ 8＃ ）

蓋輪

開止補強線

0.60
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３ 普通ふとんかご二重かご工

骨 線

力骨φ8.0mm

上部控補強線

胴 網

控補強線

1.2

0.
6

0.6 0.6 0.60.61.2

1.
0

1.
0

1.
0

1.
0

8
@

0
.5

=
4

.0
0

L

パネル展開図
φ8.0mm (他は5.0mm)

背

面

頂

部

背

面

立

上

り

前

面

立

上

前

面

頂

部

り

0.6

0.6

0.6

1.2

蓋輪

φ5.0mm力骨

φ5.0mm力骨

内張ネット

( 編目 13cm 8# )
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４ 大型ふとんかご工

2.0

1.0

0.25 L

かご組立て

内張ネット配置図

蓋 輪

蓋 輪

底部胴網
上 蓋 背 面

前 面 上 蓋

骨線 8mm

枠線・力骨 6mm

0.
5

0.
5

主筋 φ13mm

1.0

2.0

パネル展開

0.5
0.5 1.0

0.5

0.5

2.0

1.0

背 面
前 面

枠線・力骨 6mm

控補強線 5mm

( 編目 13cm 6# )

L

コイル線 5㎜
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５ 月型かご

骨線(8mm)

コイル結合

縦控補強線(5mm)

骨線 (8mm)

横控補強線(5mm)

銅網パネル図(下部)

蓋輪下部(2枚)

銅網パネル図(上部)

蓋輪上部(2枚)

一 般 図

(1)構造及び組立て

※bは管勾配により0～0.6程度までとする。

( 編目 13cm 8# )

CL

月型かご
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（2）コルゲートパイプ用月型かご

B

A

長さ

高さ

補強線本数表及び標準寸法表 ( 1個当たり )

区分

径級

控補強線 上部控補強線

縦 横 縦 横

0.60 ｍ 1 2 1 1

0.80 1 2 1 1

1.00 2 2 1 1

1.20 2 2 1 1

1.35 2 2 1 1

1.50 2 2 1 1

1.75 2 3 1 1

2.00 2 2 1 1

2.50 5 4 1 1

3.00 5 4 1 1

3.50 5 4 1 1

4.00 5 4 1 1

規格寸法 （ｍ） 組合せ

個 数高さ 幅 長 A B
0.70 1.20 1.00 0.350 0.650 4

0.70 1.20 1.00 0.250 0.550 4
0.80 1.20 1.50 0.250 0.950 4

0.90 1.20 1.50 0.250 0.850 4

0.90 1.20 1.50 0.200 0.800 4

1.00 1.20 1.50 0.200 0.700 4

1.20 1.20 2.00 0.300 1.100 4

1.30 1.20 2.00 0.250 0.950 4

1.50 1.20 2.50 0.200 1.200 4

1.80 1.20 2.50 0.250 0.950 4

2.10 1.20 3.00 0.300 1.200 4

2.30 1.20 3.00 0.250 0.950 4

径 1.00ｍ～4.00ｍ
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（3）パイプアーチ用月型かご

Ａ型

Ｂ型

長さ 長さ

高さ

高さ

スパン(S)

ライズ(R)

Ａ

Ａ

B

一 般 図

骨線配置図

8mm線

横控補強線5mm線

他、5mm線 コイル結合

縦控補強線(5mm)

(8mm線) 骨線(8mm線)

胴線パネル

蓋輪（2枚）
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区分

径級（ｍ）

型

式

控 補 強 線 上部控補強線 規 格 寸 法 （ ｍ ） 組合せ
個 数縦 横 縦 横 高 幅 長 A B

2.00×1.50
A 2 2 1 1 0.90 1.20 2.00 0.25 1.00 2

B 2 2 1 1 1.20 1.20 2.00 0.25 1.00 2

2.30×1.65
A 2 2 1 1 1.20 1.20 2.20 0.25 1.00 2

B 2 2 1 1 1.00 1.20 2.20 0.25 1.00 2

2.70×1.80
A 3 2 1 1 1.00 1.20 2.50 0.20 1.15 2

B 2 2 1 1 1.40 1.20 2.50 0.30 1.15 2

3.00×1.95
A 3 2 1 1 1.40 1.20 2.50 0.25 1.00 2

B 2 2 1 1 1.20 1.20 2.50 0.30 1.00 2

3.70×2.25
A 3 2 1 1 1.50 1.20 3.00 0.20 1.15 2

B 2 2 1 1 1.40 1.20 3.00 0.35 1.15 2

4.40×2.60
A 5 4 1 1 1.70 1.20 3.20 0.20 1.00 2

B 2 2 1 1 1.40 1.20 3.20 0.20 1.00 2

5.10×2.90
A 7 4 1 1 1.90 1.20 3.50 0.20 0.95 2

B 2 2 1 1 1.60 1.20 3.50 0.25 0.95 2

5.80×3.20
A 7 4 1 1 2.10 1.20 4.00 0.25 1.10 2

B 3 2 1 1 1.70 1.20 4.00 0.25 1.00 2

（ １個当たり ）補強線本数表及び標準寸法表
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６木製パネルかご

(1) 正 面 図

0.90 1.80 1.80

0.
60

0.
60

0.
10

0.
10

0.
60

0.
60

(2) 断 面 図
0.30

0.60

0.60

0.60

0.60

0.10

0.10
1.20

植生土 間詰床

ログパネル

ログパネル裏かご固定鉄線
裏かご

(注)各段の設置延長は0.90mの倍数

(3) 組 立 立 体 図 植生土 間詰床

裏かご

ログパネル

小口 Ⅲ型

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ
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（4）組立図・材料表

Ⅰ 型 材 料 表

材 料 表

Ⅱ 型 材 料 表

材 料 表

0.05 1.80
1.90

0.05

0.
10

0.
60

0.
70

名 称 規 格 ・ 寸 法 単位 数量 摘 要

横 木 10㎝太鼓半割×1.80ｍ 本 6
台 木 〃 ×0.20ｍ 〃 2
継 木 12～14㎝半割×0.60ｍ 〃 1 現場組立用

締 付 ボ ル ト Φ18×700㎜ 〃 2
〃 Φ18×600㎜ 〃 1 現場組立用

亜鉛メッキ鉄線 Φ5×1,230㎜ 〃 4 〃

コーチスクリュー Φ9×125ｍ 〃 2 〃

名 称 規 格 ・ 寸 法 単位 数量 摘 要

横 木 10㎝太鼓半割×0.90ｍ 本 6
台 木 〃 ×0.20ｍ 〃 2
継 木 12～14㎝半割×0.60ｍ 〃 1 現場組立用

締 付 ボ ル ト Φ18×700㎜ 〃 2
〃 Φ18×600㎜ 〃 1 現場組立用

亜鉛メッキ鉄線 Φ5×1,230㎜ 〃 4 〃

コーチスクリュー Φ9×125ｍ 〃 2 〃

0.05 0.90
1.00

0.05

0.
10

0.
60

0.
70
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Ⅲ 型 材 料 表

材 料 表

名 称 規 格 ・ 寸 法 単位 数量 摘 要

横 木 10㎝太鼓半割×1.20ｍ 本 6
継 木 12～14㎝半割×0.60ｍ 〃 1 現場組立用

締 付 ボ ル ト Φ18×600㎜ 〃 2
〃 Φ18×600㎜ 〃 1 現場組立用

亜鉛メッキ鉄線 Φ5×1,230㎜ 〃 4 〃

コーチスクリュー Φ9×125ｍ 〃 2 〃

0.06 1.20
1.26

0.
60



Ⅴ 法 面 保 護 工
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（１） １枚張り（網状暗渠排水管）

平 面 図

目 串
Ｌ

0.05
0.25 0.20 0.25

１ 盛 土 法 面 浸 食 防 止 張 芝 工

平 面 図

（２） ３枚張り（木製路面排水工）

Ｌ

目 串

0.30

網状暗渠排水管

0.05
木製路面排水工

注． ３枚張りの施工は中央のロール芝を最初に設置し、両側のロール芝が上
になるように５ｃｍ重ねて設置する。





Ⅵ 木 材 利 用 工
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木材利用工施工方法

1     木材利用工において丸太と丸太をボルトで締付ける箇所は、特に指示するほか、丸太の当たり面を10㎜

程度削り均し、平面接触させるものとする。

2 木材利用工におけるボルトの締付けは、所定の寸法で、溝掘をして行うものとする。

3 木材利用工におけるボルトのせん孔は、使用ボルト径より1.5mm以上大きくしてはならない。

4 成木柵工における横成木の継手は、杭間において突合せ継ぎとし各段は千鳥状になるようにする。

5 成木柵工における控木の継手は、40cmの相欠きとし杭木を中心に設けるものとする。

6 成木柵工における横成木と杭木、杭木と控杭は、2.6mm(12♯)なまし鉄線一重巻2回ひねりで緊結する。

7 成木柵工における杭打込みに際し、杭の頭部を保護するため、4.0mm(8♯)なまし鉄線二重巻2回ひねり

で緊結する。

8 成木柵工における控策は、4.0mm(8♯)亜鉛引鉄線4本使いとし、中間部ねじり加工して2回ひねりで緊結

する。

9 木製ブロック積工の積方は、各段の木製ブロックに控丸太をボルトで固定して、一段毎に積上げるものと

する。

10 木製ブロック積工における控敷丸太と控丸太の緊結は、なまし鉄線3.2mm(10♯)とし、所定の位置に一

箇所当たり2本使い2回ひねりとする。

11 木製ブロック積工の天端丸太は、所定の穴加工部分に木製ブロックの継目と重ならない打込ボルトで固

定するものとする。

12 丸太枠工の組立ては、別に定める定規図の基づき施工を行い、支柱側面、壁面全面、壁面背面の各ボ

ルトで締付けたパネルの組立てとなる。また、支柱と枠木及び支柱と横木を締付けボルトで緊結するものと

し、更に、斜材固定木から棒鋼（ターンバックル含む）の筋違を締付ボルトで締付けして1基を組立てるもの

とする。

13 丸太枠工は、設置した丸太枠に敷木を配置し、壁面全面側をコーチスクリューで固定するものとする。

14 丸太枠工の内張ネットは、プラスチックネット(引張強度4910N/㎡以上級)とし、壁面全面と側面の内側に
張り付けて固定しなければならない。

15 丸太枠工における隣接枠との連結は、枠木と枠木を3.2mm(10♯)なまし鉄線で、1箇所当たり2本使い二
重巻2回以上ひねりで結束して連結しなければならない。

16 丸太芥除工の立木と横木結束は、3.2mm(10♯)なまし鉄線で1箇所当たり2本使い二重巻2回ひねりと
する。

17 丸太流木除工の縦木と横木の結束は、3.2mm(10♯)なまし鉄線で、1箇所当たり2本使い二重巻2回ひね
り とする。
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18 丸太流木除工の各部材は、固定部がずれないように切込み加工とする。

また、鉄板接触面は、10mm程度削り均しのうえボルトで締付け固定するものとする。

19 丸太洗掘防止工の敷木は、太鼓落としの面を合わせ、末口、元口を交互に並べるものとし、所定の箇所に

ロープ穴をあけ、ワイヤーロープを通して相互に繋ぎ、ワイヤークリップで固定、ピンアンカーを打込み地面

に定着させなければならない。

20     丸太開渠の設置に当たっては次により行うものとする。

① 開渠は、L-3.6とL-4.6を標準として、曲線半径に応じL-1.8を継ぎ足して用いるものとする。

② 側木は、元口と末口を交互に重ね合わせるものとする。

③ 側木と土台木及び敷木の固定は、通しボルトにより締付けるものとし、敷木の中間部は、打込みボルト

により固定するものとする。

④ L-4.6の側木及び枕木の継手は20cmの相欠きとし、側木の重ね合わせは同じ箇所で継いではならない。

⑤ L-1.8を継ぎ足して使用する場合の連結は、側木の上面で接合部一箇所当たり2本のかすがいを打込み

連結しなければならない。

⑥ 据え付けは、敷木の天端を路盤工の天端勾配と同勾配とするものとする。

ただし、施工基面に勾配がある場合は、低い側を敷木天端とし水平に据付けるものとする。

21 木製側溝（水路ユニット）における隣接枠との連結は、上部についてはカスガイ下部については、なまし鉄

線で2本使い二重巻き2回以上ひねりで結束して連結しなければならない。

22 丸太筋工の敷設については標準図によるが、5mの最終段階については3本筋工で中段については2本筋

工を使用する。

なお、埋設深さは正面から見て横木の上部1本分が見える程度とする。
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１ 成 木 柵 工

（1） 打込式（柵高 0.60ｍ）

側 面 図 断 面 図

0.
6

0.
9

平 面 図

0.50 1.0 1.0 なまし鉄線 4.0㎜
二重巻2回ひねり

ヤナギ

横成木 9㎝

杭木 12㎝

ヤナギ

横成木

杭木

なまし鉄線 2.6㎜
一重巻2回ひねり

材 料 表

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 12㎝×1.50ｍ 10本 1 丸太はカラマツ材

横 成 木 9㎝×（1.80～3.60ｍ） 全長50ｍ 2 ヤナギは3本/ｍ

ヤ ナ ギ 径 2㎝内外、長 30㎝ 30本

鉄線（緊 結） 2.6㎜ なまし（12＃） 一重巻2回ひねり

〃 （杭冠巻） 4.0㎜ ままし（ 8＃） 二重巻2回ひねり

水衡部に施工する場合は、横成木背面にシートを使用する。

（P  P  F ＃300～0.6㎡/ｍ）

（10ｍ当たり）
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（ 2 ） 建込式 （柵高 1 . 2 0ｍ ）

側 面 図

断 面 図

0.50 1.0 1.0

ヤナギ

横成木 12㎝ 控杭 12㎝

≒2.0

0.
8

1.
2

亜鉛引き控索 4.0㎜
四重・2回ひねり

杭木 12㎝

控木 9㎝

平 面 図

ヤナギ

横成木

控木

なまし鉄線 2.6㎜
一重巻2回ひねり

杭木

≒
2.

0

控索

控杭

材 料 表 （10ｍ当たり）

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 12㎝×2.00ｍ 10本 1 丸太はカラマツ材

横 成 木 12㎝×（1.80～3.60ｍ） 80ｍ 2 ヤナギは3本/ｍ

控 杭 12㎝×1.00ｍ 10本

控 木 9㎝×24ｍ 5本

ヤ ナ ギ 径 2㎝ 内外長 30㎝ 30本

控 索 4.0㎜ 亜鉛引（ 8＃） 四重とし中間部ねじり2回ひねり

鉄 線 2.6㎜ なまし（1.2＃） 一重巻2回ひねり

水衡部に施工する場合は、横成木背面にシートを使用する。 （P  P  F ＃300～1.2㎡/ｍ）
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２ 編 柵 工

側 面 図 断 面 図

2.00

0.60

埋 設 柵

材 料 表 （柵高 0.60ｍ長10ｍ当たり）

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 径 9㎝ 長 1.8ｍ 15本 丸太はカラマツ材

帯 し ょ う L＝3.0ｍ以上 元口径 2㎝内外 1束25本 7束
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３ 木 製 ブ ロ ッ ク 積 工

断 面 図
0.50

打込ボルト φ9×150㎜

n ： 切土 0.3
盛土 0.5

なまし鉄線 3.2mm(10♯)

控丸太

二重巻2回ひねり
控敷丸太

基礎敷丸太

単体ブロック

側 面 図

L＝
0.

30
×

N
＋

0.
20

天端丸太 打込ボルト φ9×150㎜

基礎敷丸太

L＝ 0 . 7 5×N
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４ 丸 太 枠 工

側 面 図 断 面 図

CL

1.
80

0.
07

0.
14

2.
01

2.
10

1.23

0.40

0.30
0.90

0.
30

0.27
1.77

0.16 2.20
2.

01
2.

10
2.40 2.40 2.40

0.010.010.01

1.20 2.40 2.40 2.40
0.010.01

材 料 表

名 称 規 格 ・ 寸 法 数 量 単 位
単 材 積

単 重 量

材 積

重 量
備 考

支 柱 径 16㎝×2.40ｍ 4 本 0.061 0.244 角落し材 仕上がり寸法 14㎝
枠 木 径 16㎝×2.40ｍ 4 本 0.061 0.244 角落し材 仕上がり寸法 14㎝
枠 木 径 16㎝×2.20ｍ 2 本 0.056 0.112 角落し材 仕上がり寸法 14㎝
枠 木 径 16㎝×1.60ｍ 2 本 0.041 0.082 角落し材 仕上がり寸法 14㎝
斜 材 固 定 木 径 16㎝×2.20ｍ 2 本 0.056 0.112 角落し材 仕上がり寸法 14㎝
横 木 径 12㎝×2.40ｍ 11 本 0.035 0.385 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×2.20ｍ 1 本 0.032 0.032 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×2.10ｍ 2 本 0.030 0.060 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×2.00ｍ 2 本 0.029 0.058 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×1.90ｍ 2 本 0.028 0.056 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×1.80ｍ 2 本 0.026 0.052 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
横 木 径 12㎝×1.70ｍ 2 本 0.025 0.050 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
縦 木 径 12㎝×2.40ｍ 4 本 0.035 0.140 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
斜 材 径 12㎝×2.40ｍ 2 本 0.035 0.070 太鼓落し材 仕上がり寸法 10㎝
敷 木 径 12㎝×2.10ｍ 4 本 0.030 0.120 切落し材

締 付 ボ ル ト Φ 16㎜×380㎜ 6 本 0.95 5.70 支柱と枠木と斜材

締 付 ボ ル ト Φ 16㎜×290㎜ 16 本 0.83 13.28  支柱と枠木

締 付 ボ ル ト Φ 16㎜×170㎜ 4 本 0.64 2.56 斜材固定木と棒鋼

締 付 ボ ル ト Φ 12㎜×250㎜ 36 本 0.38 13.68   枠木と縦木支柱と横木

締 付 ボ ル ト Φ 12㎜×210㎜ 24 本 0.35 8.40 縦木と横木

コーチスクリュー Φ   9㎜×150㎜ 20 本 0.12 2.40 枠木と敷木支柱と横木

ター ンバ ッ クル Φ 16㎝用枠長×250㎜ 2 個

棒 鋼 Φ 16㎜×1700㎜ 2 本 2.81 5.62  
棒 鋼 Φ 16㎜× 654㎜ 2 本 1.16 2.32  
内 張 ネ ッ ト 6 ㎡

中 詰 量 4.60 ㎥

（ 1基当たり）
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壁 面 前 面

側 面 図

平 面 図

断 面 図

側 面 図

0.35 0.35 0.35

0.68 0.70 0.68

2.40

0.170.17

0.
13

0.
19

0.
14

0.
17

1
0.

12
0.

10
0.

31
3@

5＝
1.

56
5

2.
40

0.35 0.35 0.35

0.68 0.70 0.68

2.40

0.170.17

0.145
0.155

0.15
0.15

0.145
0.30@

5
＝

1.50
0.155

2.40

枠木 φ 16㎜×2.40

締付ボルト φ 16㎜×290㎜

締付ボルト φ 16㎜×380㎜
（座堀 ）

締付ボルト φ 12㎜×250㎜

横木 φ 12㎝×2.40

支柱 φ 16㎝×2.40

締付ボルト φ 16㎜×380㎜
（座堀 ）

締付ボルト φ 16㎜×290㎜

枠木 φ 16㎝×2.40

敷木 φ 12㎝×2.20 縦木 φ 12㎝×2.40

締付ボルト φ12㎜×210㎜締付ボルト φ 12㎜×210㎜

0.615 0.6150.14 0.23

2.
40

0.615 1.155
0.16 0.272.20

締付ボルトφ16㎜×290㎜

支柱φ16㎝×2.40
12㎝×1.70

12㎝×1.90

12㎝×2.00

斜材固定木 φ 16㎝×2.20
斜材 φ 12㎝×2.40
枠木 φ 16㎝×1.60

締付ボルト φ16㎜×170㎜

支柱 φ 16㎝×2.40

締付ボルト φ12㎜×250㎜

コーチスクリュー φ9㎜×150㎜

横木 φ12㎝×2.10

締付ボルト φ16㎜×290㎜
0.

20
0.

45
1.

20
0.

15
0.

20

2.
20

2.06

斜材固定木 φ 16㎝×2.20

筋違側面図

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ φ16㎜×枠長250㎜

2.40

0.17
0.17

1.23
2.20

2.06

壁 面 背 面
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５ 暗 渠 付 帯 作 工

（1） 丸太芥除工 A型 管径 300㎜～600㎜用

0.
10
×

1.
30

0.
10

0.
70

なまし鉄線 3.2㎜（10＃）
二重巻２回ひねり

0.10×1.30

0.10×1.30

0.
10
×

1.
0

0.10×1.30

0.
10
×

1.
0

両締付ボルト φ 9×420（両ネジ山50×2含む）

0.
30

0.
30

0.
30

材 料 表

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 10㎝×1.00ｍ 3本

横 木 10㎝×1.30ｍ 7本 丸太はカラマツ材

鉄 線 3.2㎜なまし（10＃） 二重巻2回ひねり

両締付ボルト Φ9㎜×420㎜ 3本
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（ 2 ） 丸 太 芥除工 B 型 管 径 8 0 0 ㎜ ～ 1 , 0 0 0 ㎜ 用

0.
10
×

1.
20

0.
15

1.
10

なまし鉄線 3.2㎜（10＃）
二重巻２回ひねり

0.10×1.80

0.
10
×

1.
50

両締付ボルト φ 9×420（両ネジ山50×2含む）

0.
50

0.
50

0.
35

材 料 表

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 10㎝×1.50ｍ 5本

横 木 10㎝×1.20ｍ 1本 丸太はカラマツ材

〃 10㎝×1.80ｍ 7本

鉄 線 3.2㎜なまし（10＃） 二重巻2回ひねり

両締付ボルト Φ9㎜×420㎜ 3本

0.
10
×

1.
80

0.
55

0.10×1.80

0.10×1.80
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（ 3 ） 丸 太 集 水 桝 工

平 面 図

0.50 0.100.500.10

0.
40

0.
40

0.
15

0.400.40

0.
20

0.
20

0.
10
×

1.
20

0.10×1.20

0.250.40

0.
20

0.
20

0.
20

0.
20

0.
20

0.
15

FH

0.15

0.
20

0.
20

0.
10

0.
70

0.
20

なまし鉄線 3.2㎜（10＃）
二重巻2回ひねり

正 面 背 面
0.10×1.30 0.10×1.10

材 料 表

名 称 規 格 寸 法 数 量 摘 要

杭 木 10㎝×1.30ｍ 4本

縦 木 10㎝×1.10ｍ 5本 丸太はカラマツ材

横 木 10㎝×1.20ｍ 19本

鉄 線 3.2㎜なまし（10＃） 二重巻2回ひねり
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（ 4 ） 丸 太 流 木 除 工

L 3.0ｍ 正 面 図 標 準 図

30
50

50
70

60

140

Φ10㎝

Φ
13
㎝

ボルト

Φ
13
㎝

側面図（共通）

流水方向

Φ10㎝

Φ
13
㎝

50 50 50

30
50

50
70

50 50 50 50 50 50

控杭

ボルト

L 1.5ｍ

材 料 表

区分
種類

L 3.0ｍ L 1.5ｍ
規格

数量 単位 摘要
規格

数量
単
位

摘要名称 径 長 径 長

建杭木 カラマツ
㎝ ㎝ （0.238） （㎥） はく皮、杭先削り ㎝ ㎝ （0.136） （㎥） はく皮、杭先削り
13 200 7 本 13 200 4 本

控杭木
（0.136） （㎥） 〃 （0.068） （㎥） 〃

13 200 4 本 13 200 2 本

横 木
（0.080） （㎥） はく皮 （0.040） （㎥） はく皮

10 200 4 本 10 200 2 本

小 計
（0.454） （㎥） （0.244） （㎥）

15 本 8 本

なま し

鉄 線

（ 2.8） （㎏） 建杭木と横木取付 （ 1.4） （㎏） 建杭木と横木取付
＃12 66 ｍ 4.1×16ヶ所 ＃12 33 ｍ 4.1×8ヶ所

ボルト
㎜ （ 1.4） （㎏） 建杭木と控木取付 ㎜ （ 0.7） （㎏） 建杭木と控木取付

φ12 L=200 4 本 4ヶ所 φ12 L=200 2 本 2ヶ所

（注） 木材の径は、末口の標準径であり、標準径の－1㎝程度を許容範囲とする。
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（ 5 ） 丸 太 流 木 除 工

800 700 600 700 700 600 700
220

600
600

600
380

600
1800

2400

④

①

②

③

正面図

2000 2000
縦木

支柱

縦木

横木

台木

側面図

250 480 990 380
2100

13
20

控木 16×1800

支柱 16×1800・2400

締付ボルト φ16×320

横木 20×L㎝

縦木 10×1800・2400

なまし鉄線 10＃
2本使い2回ひねり

台木 16×2100
ワイヤーロープ

Φ12×10.00ｍ

φ25×1200
ピンアンカー

接合部詳細図

60

34
9

367
164

PL 367×349×1/2 t=6㎜締付ボルト φ16×170
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L－4型

L－6型

L－8型

横木 L=1.80×2

横木 L=3.25×2

横木 L=2.95×2

横木 L=2.65×2

横木 L=1.80×2

横木 L=4.25×2

横木 L=3.95×2

横木 L=3.65×2

④

①

②

③

④

①

②

③

横木 L=1.80×2
④

横木 L=3.25×2
①

横木 L=4.20×2
⑤

横木 L=2.95×2

横木 L=2.65×2

②

③

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

接合部（合掛）
L=20㎝

接合部（合掛）
L=20㎝

接合部（合掛）
L=20㎝接合部（合掛）

L=20㎝
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L－10型

材料表

名 称 径

形 式

備 考L－4型 L－6型 L－8型 L－10型

長ｍ 数量 長ｍ 数量 長ｍ 数量 長ｍ 数量

支 柱 16㎝
2.40 2 本 2.40 2 本 2.40 2 本 2.40 2 本 太鼓落とし材 使用丸太はｶﾗﾏﾂ材

1.80 2 〃 1.80 2 〃 1.80 3 〃 1.80 4 〃 〃

台 木 16㎝ 2.10 3 〃 2.10 4 〃 2.10 5 〃 2.10 6 〃 〃

控 木 16㎝ 1.80 3 〃 1.80 4 〃 1.80 5 〃 1.80 6 〃 押角材

縦 木 10㎝
2.40 4 〃 2.40 4 〃 2.40 4 〃 2.40 4 〃 円柱材

1.80 5 〃 1.80 8 〃 1.80 11 〃 1.80 14 〃 〃

横 木 20㎝

⑤ 4.20 3 〃 ⑤ 4.20 3 〃 太鼓落とし材 ○数字は使用段数を表す

① 3.25 2 〃 ① 4.25 2 〃 ① 3.25 2 〃 ① 4.25 2 〃 〃

② 2.95 2 〃 ② 3.95 2 〃 ② 2.95 2 〃 ② 3.95 2 〃 〃

③ 2.65 2 〃 ③ 3.65 2 〃 ③ 2.65 2 〃 ③ 3.65 2 〃 〃

④ 1.80 2 〃 ④ 1.80 2 〃 ④ 1.80 2 〃 ④ 1.80 2 〃 〃

板 金 349＊367 t=6㎜ 18 枚 t=6㎜ 24 枚 t＝6㎜ 30 枚 ｔ＝6㎜ 36 枚 支柱と台木と控木

締付ﾎﾞﾙﾄ Φ16㎜

320㎜ 11 本 320㎜ 14 本 320㎜ 17 本 320㎜ 20 本 支柱と横木

170㎜ 27 〃 170㎜ 36 〃 170㎜ 45 〃 170㎜ 54 〃 台木と支柱 ・控木、支柱と控木

160㎜ 3 〃 160㎜ 6 〃 横木と横木

ﾋﾟﾝｱﾝｶｰ Φ25㎜ 1,200㎜ 2 本 1,200 2 〃 1,200㎜ 2 本 1,200㎜ 3 〃

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ Φ12㎜ 10.0ｍ 2 〃 10.0ｍ 2 〃 10.0ｍ 2 〃 10.0ｍ 3 〃 ｸﾘｯﾌﾟ 7個付

鉄 線 3.2㎜ なまし鉄線（10＃）２本使い 2回ひねり

※ 締付ﾎﾞﾙﾄ 160㎜は、横木と横木のジョイント部分が支柱の箇所にならない所につき使用する。

横木 L=1.80×2
④

横木 L=4.25×2
①

横木 L=4.20
⑤

横木 L=3.95×2

横木 L=3.65×2

②

③
・

・

・

・

・

・

接合部（合掛）
L=20㎝

接合部（合掛）

L=20㎝
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ワイヤー・ピンアンカー取付

ワイヤー φ12
L＝10.00ｍ

ワイヤークリップ φ12

ピンアンカー

Φ25×1200

1箇所当たり
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（ 6 ） 丸 太 洗 掘 防 止 工

CL

ピンアンカー

0.
80

0.
50

0.
50

1.
80

0.
80

0.
50

0.
50

1.
80

12本使い

18本使い

ピンアンカー

敷木

ワイヤーロープ

両面太鼓落し

1000

ピンアンカー

敷木

ワイヤークリップ

材 料 表

名 称
A型 B型

摘 要
規格寸法 数 量 規格寸法 数 量

敷 木 10㎝×1.80ｍ 12本 10㎝×1.80ｍ 18本 丸太はカラマツ材

敷木は両面太鼓落しとする。ピ ン ア ン カ ー 22㎜×1,000㎜ 6本 22㎜×1,000㎜ 6本
ワイヤーロープ 8㎜×2,200㎜ 2本 8㎜×2,800㎜ 2本
ワイヤークリップ 8㎜ 8個 8㎜ 8個

A型（径600㎜～1,000㎜用）

B型（径1,200㎜～1,750㎜用）

流 水 方 向

流 水 方 向
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６ 横 断 排 水 工
（1）丸太開渠 L－3 . 6

側 面 図

0.16

裏込礫

CL

0.30 0.30

0.50 0.50 0.50 0.60 0.50 0.50 0.50
3.60

路盤工

締付ボルト
Φ16㎜×680㎜

コーチスクリュー
Φ9㎜×200㎜

締付ボルト

Φ12㎜×260㎜

0.
16

0.
22

0.
22

0.
22

0.
22

0.
16

1.
20

0.50 0.50 0.50 0.60 0.50 0.50 0.50

締付ボルト
Φ16㎜×680㎜

締付ボルト
Φ12㎜×220㎜

締付ボルト

Φ16㎜×680㎜

コーチスクリュー

Φ9㎜×200㎜

平 面 図

断 面 図

0.10 0.30 0.40 0.30 0.10
4@ 0.22 0.16
1.20
1.60

路盤工

0.60
1.00

0.200.20

敷木 16㎝×3.60ｍ

踏木 16㎝×1.20ｍ

※ 敷木天端と敷砂利上部を
あ水平に仕上げる。

0.
60

枕木 12㎝×3.60ｍ
側木 16㎝×3.60ｍ
土台木 12㎝×0.60ｍ

ビ ス

4×30㎜×14本
ポリ半円管
200×4.5×4,000

釘

＃12－50＝6本

材 料 表

名 称 寸 法 単位 数量 単材積 材 積 備 考

土 台 木 Φ12㎝×0.60ｍ 本 6 0.009 0.054 太鼓落し材 仕上がり寸法Φ100㎜
側 木 Φ16㎝×3.60ｍ 〃 4 0.092 0.368 〃 仕上がり寸法Φ150㎜
枕 木 Φ12㎝×3.60ｍ 〃 2 0.052 0.104 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
踏 木 Φ16㎝×1.20ｍ 〃 6 0.031 0.186 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
敷 木 Φ16㎝×3.60ｍ 〃 5 0.092 0.460 〃 仕上がり寸法Φ150㎜

締 付 ボ ル ト Φ16㎜×680㎜ 本 12 1.42 17.04 土台木、側木、側木、踏木、敷木

〃 Φ16㎜×260㎜ 〃 9 0.76 6.84 踏木、敷木

〃 Φ12㎜×220㎜ 〃 12 0.34 4.08 枕木、踏木

ｺ-ﾁｽｸﾘｭｰ Φ  9㎜×220㎜ 本 9 0.14 1.26 踏木、敷木（打込ボルト）

ポ リ 半 円 管 ﾎﾟﾘｽﾄﾚｰﾄ管－200×4.5×4,000 〃 1

CL
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0.16

0.300.30

（ 2 ） 丸太開渠 L－ 4 . 6

コーチスクリュー
Φ9㎜×200㎜
締付ボルト
Φ12㎜×220㎜

側 面 図

平 面 図

断 面 図

裏込礫

CL

0.50 6@ 0.60＝3.60
4.60

路盤工

締付ボルト

Φ16㎜×680㎜

0.50 6@ 0.60＝3.60 0.50

締付ボルト

Φ16㎜×260㎜

締付ボルト
Φ12㎜×220㎜

締付ボルト

Φ16㎜×680㎜

コーチスクリュー

Φ9㎜×200㎜

0.10 0.30 0.40 0.30 0.10
4@ 0.22 0.16
1.20
1.60

路盤工

0.60
1.00

0.200.20

敷木 16㎝×3.60ｍ 1.20ｍ

踏木 16㎝×1.20ｍ

※ 敷木天端と敷砂利上部
あを水平に仕上げる。

0.
60

枕木 12㎝×3.60ｍ 1.20ｍ
側木 16㎝×3.60ｍ 1.20ｍ
土台木 12㎝×0.60ｍ

ビ ス

4×30㎜×16本
ポリ半円管

200×4.5×5,000

釘
＃12－50＝7本

0.50

0.
16

0.
22

0.
22

0.
22

0.
22

0.
16

1.
20

材 料 表

名 称 寸 法 単位 数量 単材積 材 積 備 考

土 台 木 Φ12㎝×0.60ｍ 本 7 0.009 0.063 太鼓落し材 仕上がり寸法Φ100㎜
側 木 Φ16㎝×3.60ｍ 〃 4 0.092 0.368 〃 仕上がり寸法Φ150㎜

〃 Φ16㎝×1.20ｍ 〃 4 0.092 0.124 〃 仕上がり寸法Φ150㎜
枕 木 Φ12㎝×3.60ｍ 〃 2 0.052 0.104 〃 仕上がり寸法Φ100㎜

〃 Φ12㎝×1.20ｍ 〃 2 0.017 0.034 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
踏 木 Φ16㎝×1.20ｍ 〃 7 0.031 0.217 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
敷 木 Φ16㎝×3.60ｍ 〃 5 0.092 0.460 〃 仕上がり寸法Φ150㎜

〃 Φ16㎝×1.20ｍ 〃 5 0.031 0.155 〃 仕上がり寸法Φ150㎜

締 付 ボ ル ト Φ16㎜×680㎜ 本 14 1.42 19.88 土台木、側木、側木、踏木、敷木

〃 Φ16㎜×260㎜ 〃 12 0.76 9.12 踏木、敷木

〃 Φ12㎜×220㎜ 〃 14 0.34 4.76 枕木、踏木

ｺ-ﾁｽｸﾘｭｰ Φ  9㎜×220㎜ 本 9 0.14 1.26 踏木、敷木（打込ボルト）

ポ リ 半 円 管 ﾎﾟﾘｽﾄﾚｰﾄ管－200×4.5×5,000 〃 1 3ｍ＋2ｍ＝5ｍ

1.20
1.80

CL
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0.16

（ 3 ） 丸太開渠 L－ 1 . 8
コーチスクリュー
Φ9㎜×200㎜
締付ボルト
Φ12㎜×220㎜

側 面 図

平 面 図

断 面 図

裏込礫

0.30 0.60

1.80

路盤工

締付ボルト

Φ16㎜×260㎜
CL

0.30 0.60

締付ボルト
Φ16㎜×680㎜

締付ボルト
Φ12㎜×220㎜

コーチスクリュー
Φ9㎜×200㎜

0.10 0.30 0.40 0.30 0.10
4@ 0.22 0.16
1.20
1.60

路盤工

0.60
1.00

0.200.20

敷木 16㎝×1.80ｍ

踏木 16㎝×1.20ｍ

※ 敷木天端と敷砂利上部を
あ水平に仕上げる。

0.
60

枕木 12㎝×1.80ｍ
側木 16㎝×1.80ｍ
土台木 12㎝×0.60ｍ

ビ ス

4×30㎜×8本
ポリ半円管

200×4.5×2,000

釘
＃12－50＝3本

0.
16

0.
22

0.
22

0.
22

0.
22

0.
16

1.
20

0.300.60

0.60 0.30

締付ボルト
Φ16㎜×680㎜

かすがい

締付ボルト

Φ16㎜×680㎜

材 料 表

名 称 寸 法 単位 数量 単材積 材 積 備 考

土 台 木 Φ12㎝×0.60ｍ 本 3 0.009 0.027 太鼓落し材 仕上がり寸法Φ100㎜
側 木 Φ16㎝×1.80ｍ 〃 4 0.046 0.184 〃 仕上がり寸法Φ150㎜
枕 木 Φ12㎝×1.80ｍ 〃 2 0.026 0.052 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
踏 木 Φ16㎝×1.20ｍ 〃 3 0.031 0.093 〃 仕上がり寸法Φ100㎜
敷 木 Φ16㎝×1.80ｍ 〃 5 0.046 0.230 〃 仕上がり寸法Φ150㎜

締 付 ボ ル ト Φ16㎜×680㎜ 本 6 1.42 8.52 土台木、側木、側木、踏木、敷木

〃 Φ16㎜×260㎜ 〃 6 0.76 4.56 踏木、敷木

〃 Φ12㎜×220㎜ 〃 6 0.34 2.04 枕木、踏木

ｺ-ﾁｽｸﾘｭｰ Φ  9㎜×200㎜ 本 3 0.14 0.42 踏木、敷木（打込ボルト）

ポ リ 半 円 管 ﾎﾟﾘｽﾄﾚｰﾄ管－200×4.5×2,000 〃 1
か す が い 〃 4
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（ 4 ） 木 製 開 渠
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（5）木製開渠（拡幅用）
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（ 6 ） 木 製 開 渠 材 料 表

一 般 用

名 称 規 格 数 量 単位 備 考

主 丸 太 D＝0.16ｍ L＝4.40ｍ 4 本 太鼓落 （ カラマツ ）

添 丸 太 D＝0.12ｍ L＝3.00ｍ 2 〃 〃 〃

敷 丸 太 D＝0.12ｍ L＝0.70ｍ 18         〃 〃 〃

締 付 ボ ル ト Φ＝16㎜ 締付長＝0.44ｍ 8 〃

スクリ ュー釘 210㎜×12㎜ 28 〃

〃 90㎜×12㎜ 8 〃 蓋用

平 鋼 9×125×700㎜ 4 枚 FB

〃 6×125×660㎜ 2 〃 FB

安定処理路盤 路盤材＋路床土＋改良材 2.7 ㎥

改 良 材 セメント系 200 ㎏

土 の う
48×62以上 S－1 8 袋

緑化土のう 10 〃 側溝排水止めを必要とするとき。

拡 幅 用

名 称 規 格 数 量 単位 備 考

主 丸 太 D＝0.16ｍ L＝4.40ｍ 4 本 太鼓落 （ カラマツ ）

添 丸 太 D＝0.12ｍ L＝4.25ｍ 2 〃 〃 〃

敷 丸 太 D＝0.12ｍ L＝0.70ｍ 26 〃 〃 〃

締 付 ボ ル ト Φ＝16㎜ 締付長＝0.44ｍ 8 〃

スクリ ュー釘 210㎜×12㎜ 40 〃

〃 90㎜×12㎜ 16 〃 蓋用

平 鋼 9×125×700㎜ 4 枚 FB

〃 6×125×660㎜ 2 〃 FB

〃 6×125×280㎜ 4 〃 FB

安定処理路盤 路盤材＋路床土＋改良材 3.9 ㎥

改 良 材 セメント系 300 ㎏

土 の う
48×62以上 S－1 8 袋

緑化土のう 10 〃 側溝排水止めを必要とするとき。
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（ 7 ） 木 製 路 面 排 水 工
1 標準図

0.1～0.12
0.07

0.1 0.1
0.008

G.L

0.21

0.40 1.00 1.20 1.00 0.40

4.00

0.21

0.40 1.10 1.10 0.40

3.00

0.21

0.40 1.20 0.40

2.00

2 木材の材質

・ ス ギ 、 カ ラ マ ツ ま たは Ｎ 材の太鼓落 と し

3 ウ ォ ー タ ー ガ イ ド の 規 格 等

名 称 品 質 ・ 規 格

ベルト仕様

カバーゴム材質 布層コンベヤゴムベルト 耐摩耗 JIS G
ベルト強力 160 N/mm
ベルト仕様 160K 2P× 3.0× 3.0

ベルト断面構造

ベルト保証性能

本ベルトの保証性能は下記の通りで、試験方法はJIS K6322に準拠します。

1）芯体性能
芯体種別 EP
引張強さ （N/mm） 160以上
規定された引張強さの10%時の伸び （%） 4以下
切断時の伸び （%） 10以上

2）はく離強さ
上面ゴムと布 （N/mm） 2.4以上
布と布 （N/mm） 2.4以上
布と下面ゴム （N/mm） 2.4以上

3）カバーゴム性能
カバーゴム材質 耐摩耗

硬度 （°） 65±5

引張試験

老化前
引張強さ （MPa） 14以上
伸び （%） 400以上

老化後
引張強さの変化率 （%） ±30以内
伸びの変化率 （%） ±30以内

摩耗量 （㎣） 250以下

芯体帆布 2枚 上面カバーゴム ｔ：3.0㎜

下面カバーゴム ｔ：3.0㎜

総厚 8.0mm
公差 ±0.5mm

（単位：ｍ）

※老化条件 70℃ × 168時間

・ 据付方法は 、道路中心線直角に対 し て下方へ 2 0～ 2 5度に設置する 。

林道規程（平成23年3月31日付け改正）
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（ 7 ） 木 製 路 面 排 水 工
1 標準図

0.1～0.12
0.07

0.1 0.1
0.008

G.L

0.21

0.40 1.00 1.20 1.00 0.40

4.00

0.21

0.40 1.10 1.10 0.40

3.00

0.21

0.40 1.20 0.40

2.00

2 木材の材質

・ ス ギ 、 カ ラ マ ツ ま たは Ｎ 材の太鼓落 と し

3 ウ ォ ー タ ー ガ イ ド の 規 格 等

名 称 品 質 ・ 規 格

ベルト仕様

カバーゴム材質 布層コンベヤゴムベルト 耐摩耗 JIS G
ベルト強力 160 N/mm
ベルト仕様 160K 2P× 3.0× 3.0

ベルト断面構造

ベルト保証性能

本ベルトの保証性能は下記の通りで、試験方法はJIS K6322に準拠します。

1）芯体性能
芯体種別 EP
引張強さ （N/mm） 160以上
規定された引張強さの10%時の伸び （%） 4以下
切断時の伸び （%） 10以上

2）はく離強さ
上面ゴムと布 （N/mm） 2.4以上
布と布 （N/mm） 2.4以上
布と下面ゴム （N/mm） 2.4以上

3）カバーゴム性能
カバーゴム材質 耐摩耗

硬度 （°） 65±5

引張試験

老化前
引張強さ （MPa） 14以上
伸び （%） 400以上

老化後
引張強さの変化率 （%） ±30以内
伸びの変化率 （%） ±30以内

摩耗量 （㎣） 250以下

芯体帆布 2枚 上面カバーゴム ｔ：3.0㎜

下面カバーゴム ｔ：3.0㎜

総厚 8.0mm
公差 ±0.5mm

（単位：ｍ）

※老化条件 70℃ × 168時間

・ 据付方法は 、道路中心線直角に対 し て下方へ 1 5～ 2 5度に設置する 。

林道規程（令和2年3月31日付け改正）
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７ 木 製 側 溝

断 面 図
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なまし鉄線

半割り

法足側パネル

安定シート

路体側パネル
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60 1.
00安定シート

安定シート

路体側パネル 法足側パネル
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― 直線部 側 壁 ―

直線部 法足側 ・側壁 側 面 図

〔A ～A’ 断面 〕
2.00

1.00

直線部 路肩側 ・側壁 側 面 図

〔 B ～B’ 断面 〕

Φ
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65
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法 足 側 ・ パ ネ ル
側 面 図
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― 曲線部 側 壁 ―

曲線部 法足側 ・側壁 側 面 図

〔A ～A’ 断面 〕

曲線部 路肩側 ・側壁 側 面 図

〔 B ～B’ 断面 〕
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側 面 図
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木 製 側 溝 パ ネ ル 材 料 表

直 線 部 パ ネ ル （ L＝2.00ｍ ）

1 路肩側 （ 0.30ｍ×2.00ｍ ）

名 称 規 格 数量 単位

小 丸 太 Φ0.08～0.10ｍ L＝2.00ｍ 3 本

〃（半割） Φ0.08～0.10ｍ L＝0.30ｍ 3 〃

鉄 丸 釘 N 125 9 〃

曲 線 部 パ ネ ル （ L＝1.50ｍ ）

2 路肩側 （ 0.30ｍ×2.00ｍ ）

名 称 規 格 数量 単位

小 丸 太 Φ0.08～0.10ｍ L＝1.50ｍ 3 本

〃（半割） Φ0.08～0.10ｍ L＝0.30ｍ 3 〃

鉄 丸 釘 N 125 9 〃

3 法足側 （ 0.65ｍ×2.00ｍ ）

名 称 規 格 数量 単位

小 丸 太 Φ0.08～0.10ｍ L＝2.00ｍ 6 本

〃（半割） Φ0.08～0.10ｍ L＝0.65ｍ 3 〃

鉄 丸 釘 N 125 18 〃

2 法足側 （ 0.65ｍ×1.50ｍ ）

名 称 規 格 数量 単位

小 丸 太 Φ0.08～0.10ｍ L＝1.50ｍ 6 本

〃（半割） Φ0.08～0.10ｍ L＝0.65ｍ 3 〃

鉄 丸 釘 N 125 18 〃
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木製側溝 （水路ユニット ）

正 面 図 側 面 図
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カスガイ洗堀防止シート
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木製側溝（水路ユニット）材料表

名 称 規 格 等 単位 数 量 備 考

縦 丸 太 Φ＝10㎝程度 L＝60㎝ 本 4

背 丸 太 Φ＝10㎝程度 L＝90㎝ 〃 8

横 丸 太 Φ＝10㎝程度 L＝50㎝ 〃 4

丸 釘 N－180 5＃×180㎜ Kg 0.79 24本×0.033kg

な ま し 鉄 線 ＃10 140㎝×4 〃 0.35 5.6ｍ×0.063kg

正 カ ス ガ イ 背長 120㎝ 足長 35㎜ 〃 0.16 2本×0.081kg

P P F シ ー ト ＃300 90㎝×50㎝ ㎡ 0.45

目 串 本 4

1 ユ ニ ッ ト （ L ＝ 9 0 ㎝ ） 当 た り
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８ 丸 太 筋 工

平面図
0.

3～
0.

4

0.6～0.7 0.6～0.7 0.6～0.7

杭木
Φ10～12㎝ L＝0.8ｍ

横木
Φ10～14㎝ L＝2.0ｍ

なまし鉄線
＃12

側面図

施 工 基 面

1.
0ｍ

1.
0ｍ

1.
0ｍ

1.
0ｍ

1.
0ｍ

法勾配 1：1.5

材料表

名 称 形 状 単位 数量 摘 要

横 木
2本筋工 長 2.0ｍ 径 0.1ｍ程度 本 10.0

3本筋工 長 2.0ｍ 径 0.1ｍ程度 〃 15.0

杭 木 長 0.8ｍ 径 0.1ｍ程度 〃 15.0

萱 株 萱長 0.3ｍ 打違 1ｍ縄〆 束 1.0 必要に応じて計上

（10ｍ 当たり）
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0.
20

0.
20
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９ 丸 太 伏 工
正面図

寸法単位 ：ｍ

SL
＝

2.
40

1.00

1.
60

0.
20

伏せ丸太

側面図

伏せ丸太

かすがい

杭丸太

0.
35

0.
65

材 料 表

名 称 規 格 数 量 備 考

素 材 末口径 8～12㎝未満、長さ2.4ｍ 100本 2.50㎥

杭 丸 太 末口径 8～12㎝未満、長さ1.0ｍ 11本 0.11㎥

か す が い 径 9㎜、長さ120㎜ 250本

（ 10ｍ当たり ）



1 0 木 製 枠 工 （ L = 1 . 5 0 m ）
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正 面 図

背 面 図
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木製枠用天端材

□45×105,L1500

コーチボルト

M8,L75
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1 0 木 製 枠 工 （ L = 0 . 7 5 m ）

88

正 面 図

背 面 図

750

50 650 50

1
1×

4
5=

4
95

750

50 650 50

前面横材

□45×45, L750

通しボルト

M6, L515

前面横材

□45×45, L750

控材

□45×45, L750

1
1
×

4
5=
4
9
5

背面横材

□45×45, L200
通しボルト

M6, L515

背面横材

□45×45, L750

50 650 50

750

控材

□45×45, L750

背面横材

□45×45, L750

7
50

5
0

6
5
0

5
0

200

150 50

200

50 150

平 面 図

通しボルト

M6, L515

中詰：土砂

中詰：栗石50～150

控材

□45×45, L750

通しボルト

M6, L515

1
0
54
0

6
5

木製枠用天端材

□45×105,L750

コーチボルト
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1 0 木 製 枠 工 （ L = 1 . 5 0 m ・ L = 0 . 7 5 m ）

注入前処理
加圧注入処理
保存処理薬剤

品質規格

木材の保存処理仕様
インサイジング+深浸潤特殊・圧縮処理加工
JIS A 9002による
マイトレックACQ(JIS K 1570,ACQ-1)
吸収量5.2kg/m3以上,浸潤長平均9mm以上(JAS K4相当)

89

中詰土砂：

土留シート t=5～10

中詰栗石：

吸出防止シート t=10(非分解性)

通しボルト

M6, L515

背面横材

□45×45, L750又はL1500

前面横材

□45×45, L750又はL1500

控材

□45×45, L750
50 650 50

4
9
5

750

背面横材

□45×45, L200

断 面 図

木製枠用天端材

□45×105,L750又はL1500

コーチボルトM8,L75

通しボルト

M6, L515

多 段 積 式

※上段下段は、ちどりで配列

勾配

0.3

0.4

0.5

0.6

a

150

200

250

300

多段積配置寸法表

木製枠用天端材

a

1:
n

※吸出防止シートは、背面・
底面・側面（両端のみ）に設
置し、水衝部（護岸部）の場合
のみ前面（埋戻し部分）にも
設置する。中詰め土砂の場
合は、設置不要とする。

※土留シートは、中詰めが土砂
の場合のみ前面に設置する。



Ⅶ 標 識





１ 工 事 標 識
（単位 ： ㎜）

工 事 中
工 事 名 ○○○○○○工事

期 自 ○年 ○月 ○日

間 至 ○年 ○月 ○日

施 工 者 ○○○○○○会社

（電話）○○－○○－○○○○

発 注 者 ○○○○○○○○

（電話）○○－○○－○○○○
この工事は

間伐材、合法材利用促進工事

間伐材、合法性 ・持続可能性が証明され

た木材を利用しています。

保 安 林 作 業 許 可 期 間

自 年 月 日

至 年 月 日

10
32

0 ※ 保安林内の施工箇所に設置

84
0

26
00

下地白ペイント

工事中は

赤エナメル

その他は

青エナメル

材料はカラマツ焼き丸太を使用し、ボルトによる
組み立て方式である。

640

1300

φ12㎜×210㎜
コーチボルト

20
0

100

80

12
0
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２ 工 事 標 識 杭

（1） 起終点杭 幅 9×厚 9×180（㎝） （単位 ：㎝）
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○
林
道

○
○

工
事
起
点

起点杭

A面

9

平
成

○
年
度
完
成

○
○
林
道

○
○

工
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A面

9

5

終点杭

12
0

60

18
0

工

事

延

長

D

A C

B

完

成

年

月

日

発 注 者 ・ 施 工 者

下地は白ペイント

文字は黒エナメル

起点杭

A面 路肩より約0.5ｍ～1.0ｍの箇所

起終点杭配置図

BP EP

終点杭

A面左右は地盤により選定

（2）中心控杭 幅 4.5×厚 0.9×45 （㎝）

45

4.5

頭部 1～2㎝は赤ペンキ塗装
字はマジックインキ又は墨汁

杭はすべて字を起点

に向けて打込む

（3） I P 杭 幅 4.5×厚 4.5×45 （㎝）

45

4.5

頭部 1～2㎝は赤ペンキ塗装
字はマジックインキ又は墨汁

※A面の工事名について
① 林業専用道の場合の工事名は「○○林道（林業専用道）○○工事」としているが、表記は「○○林道○○工事」と省略する。

② 複数路線一括発注の場合の工事名は「○○林道外○○工事」としているが、表記はA林道には「A林道○○工事」、B林道
には「B林道○○工事」のように当該林道名を記載する。
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３ 起 終 点 標 識

（1） 木製林道起点標識

○標示板Aの文字記載例（林業専用道の場合）
【1段目】 「 国有林マーク 林業専用道 」 ※名称記載例を参照
【2段目】 「 ○○○○林道 」 ※文字の大きさは80mm以上とする
【3段目】 「 管理者 ○○森林管理署長 」又は

「 管理者 森林管理署○○○支署長 」又は

「 管理者 ○○森林管理署○○○支署長 」

○標示板Bの文字記載例
【1段目】 「 車道幅員 ３．０ｍ 延長 ２，０００ｍ 」

【2段目】 「 林道起点 令和○○年度竣工 」

※文字彫り込み（国有林マークはアルミ板でも可）、白色ペイント

標示板A

標示板B

特記事項
木材 ： 薬剤注入に適するよう乾燥処理を行う
防腐・防虫・防蟻剤注入 ： 「タナリスCY加圧注入」と同等以上とする
加圧注入法 ： JIS A－9002による
ボルト及び金具 ： 溶融亜鉛メッキとする
塗装 ： 木材保護塗装2回塗りとする

材料表
支柱 ： φ110×3430mm
笠木 ： φ130×1520mm
標示板A ： t40×1000mm×560mm
標示板B ： t40×1220mm×180mm

ネカセ ： φ110×1710mm
国有林マーク ：φ150（アルミ板or彫り込み）

※木材は道産材丸太を使用
※支柱・笠木はロータリー加工を行う
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※名称記載例
＜林道の場合＞
【1段目】「国有林マーク 国有林林道」

＜林業専用道（規格相当）の場合＞
【1段目】「国有林マーク 林業専用道（規格
相当） 」
【2段目】「○○○○作業道」



（2） 木製林道終点標識

○文字仕様

【名称】 「 林道終点 」

【位置】 上部より100～520mm間に表示

【表面仕上】 文字部分のみ平面カットする（カット厚27mm）

【文字色】 白色ペイント

【文字仕上】 文字彫り込み

【文字大きさ】 80×80mm

特記事項
木材 ： 薬剤注入に適するよう乾燥処理を行う
防腐・防虫・防蟻剤注入 ： 「タナリスCY加圧注入」と同等以上とする
加圧注入法 ： JIS A－9002による
ボルト及び金具 ： 溶融亜鉛メッキとする
塗装 ： 木材保護塗装2回塗りとする

材料表
支柱 ： φ120×2500mm
ネカセ ： φ120×600mm

※木材は道産材丸太を使用
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（3） 鋼製標示板（参考）

○ ○ ○ ○ 林 道 （ 起 点 ）※

総 延 長 ２，０００ｍ

車道幅員 ３．０ｍ

竣工年度 平成○○年度

管 理 者 ○○森林管理（支）署長

900

21
50

60
0

60
0程
度

700

鋼製支柱

（白色塗装 ）

支柱 60.5φ×2750㎜

（単位 ：㎜）

アルミ板（ 白塗装 ・メラミン焼付クリアー仕上げ ）

300 300

根かせ(十字に付設）

※名称記載例
○○○○林道（起点）

○○○○林道（林業専用道）（起点）

○○○○作業道（林業専用道（規格相当））（起点）

注：『竣工年度』となることから、複数年計画がある場合、最終年度に標識を設置する。
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４ そ の他標識

450

45
0

19
50

60
0程
度

メラミン焼付塗装

鋼管 φ42.7㎜
（特殊合成樹脂塗装 ）

待 避 所 警 戒

（単位 ：㎜）

（ 1 ） 鋼 製 標識

95



５ 林 道 ゲ ー ト
（1） 鋼製ゲート （Ⅰ型） 単位 ：㎜

22
50

4504

10
00

50
0

100

夜光反射シール （両面）

50×150

12
50

30
0

H＝250×125×6.5×9

800 800

100

80
0

L－75×75×6

H＝200×100×55×8

（溶融亜鉛メッキ ＨＤＺ ５５ [付着量：550g／㎡]）

根かせ詳細

250

12
5

L－75×75×6～800

支柱 H＝250×125×6.5×9

※施工方法

1 林道ゲートの塗装に係る下塗は、鉛系錆止めペイント1回、上塗りはアルミニュウム系JIS

Ｈ5492－1種・色調はシルバーコートとするものとする。

2 ゲート水平H形鋼の腹板には、両面に夜光反射シールを貼り付けるものとする。
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林 道 ゲ ー ト （ Ⅰ 型 ） 材 料 表

名 称 規格・寸法 単位 数量 重 量

主柱 H125×250×6×9、L＝2,250×2 ㎏ 2 133.2

ベース材 P 6t×300×300 ㎏ 2 8.5

リブ P 6t×59×230 ㎏ 8 5.1

アーム材 H100×200×5.5×8、L＝2,000×2 ㎏ 2 85.2

リブ P 6t×49×182 ㎏ 4 1.7

アームステー材 SGP φ34 L＝1,100 ㎏ 2 5.4

根枷材 L6×75×75 L＝800 ㎏ 6 32.9

根枷金具 L3×40×40 L＝235 ㎏ 4 1.7

回転軸受金具 P 12t×125 L＝400 ㎏ 2 9.5

〃 P 12t×125 L＝150 ㎏ 2 3.5

軸材パイプ SGP 89.1 L＝600 ㎏ 2 10.5

〃 SGP 76.3 L＝660 ㎏ 2 9.9

鍵金具 C100×50×5 L＝800 ㎏ 1 7.5

〃 P 250×L200×6t ㎏ 2 4.7

鍵BOX □ 6t×180×150 ㎏ 1 4.8

〃 P 6t×150×150 ㎏ 1 1.1

その他 P L6×50×50 L＝80 ㎏ 2 0.7

〃 P 9t×95×95 ㎏ 3 2

〃 P 9t×75×210 ㎏ 1 1.1

取手 φ6×50×50×Ll00 ㎏ 1 0.05

看板受け P2.3×50×50×60×L240 ㎏ 2 1.4

目盲板 P 6t×φ90 ㎏ 2 0.8

戸当り P 6×200×400 ㎏ 1 1.9

付属 BOLT M16×L25 個 1

〃 BOLT M10×L35 個 12

〃 ﾛｰﾙﾋﾟﾝ φ5×L25 個 4
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（2） 鋼製ゲート （K型） 単位 ：㎜
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６ カ ー ブ ミ ラ ー

40
00

10
00
程
度

⑥

⑦ φ76.3 ×4000㎜

①

ア ン カ ー

①鏡 面 アクリル

②バックプレート F R P－S

③フード P C

④取付枠 アルミ

⑤取付金具 S S 4 0 0

⑥注意板 防錆処理鋼板

⑦支 柱 S T K 4 0 0 静電粉体焼付塗装

部 材 表

⑤

③

④

②
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